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生徒大会に寄せて 自分たちの学校は、自分たちの手でつくる 
明日、生徒大会が行われます。今年の生徒大会では、各学級の目標や学級旗の紹介に加え、学級討議で

出された意見や要望について話し合います。また、生徒会スローガンについても募集があります。 

私は、この生徒大会を単なる「意見を出す場」ではなく、「自分たちの学校をより良くするために、自

分たちで考え、行動する場」にしてほしいと思っています。学校生活の主役は先生でも校長でもありませ

ん。皆さん一人ひとりです。毎日を過ごす皆さんだからこそ、「もっとこうしたら学校が良くなる」「こ

んなことに困っている」「こういう学校にしたい」という思いを持っているはずです。 

しかし、より良い学校をつくるためには、ただ要望を出すだけでは十分ではありません。「なぜ改善が

必要なのか」「どうすれば実現できるのか」を考え、仲間と話し合いながら具体的な提案につなげていく

ことが大切です。その過程こそが、自治の力を育てます。 

学級目標や学級旗には、それぞれの学級が目指す姿や願いが込められています。その思いを学級の中だ

けにとどめるのではなく、学年や学校全体へ広げていってください。そして、自分たちの学校生活に関わ

る課題についても、「誰かがやってくれる」のではなく、「自分たちでより良くしていこう」という気持

ちを大切にしてほしいと思います。 

皆さんには、仲間の意見を尊重しながら、自分の考えをしっかり伝えられる集団になってほしいと願っ

ています。一つ一つの意見や話し合いが、より良い七条中学校をつくる力になります。「自分たちの学校

は、自分たちの手でつくる。」生徒大会が、皆さん一人ひとりの主体性と自治の力を高める機会となるこ

とを期待しています。皆さんの真剣な討議と積極的な参加によって、七条中学校がさらに誇れる学校へと

成長していくことを楽しみにしています。 

文月って、どうして“文”の月？ 
７月は、昔の呼び名で「文月（ふみづき）」といいます。みなさんは、「文」という字を見て何を思い

浮かべますか。手紙、文章、国語の授業……。実は、この「文月」という名前には、昔の人々の願いが込

められているといわれています。その由来の一つが、七夕（たなばた）です。七夕には短冊に願い事を書

きますね。昔は願い事だけでなく、和歌や文字を書いて学問や書道の上達を願う風習がありました。そこ

から、「文を書く月」＝「文月」と呼ばれるようになったという説があります。 

ところで、みなさんはなぜ七夕に短冊を書くのでしょうか。 

実は七夕は、織姫と彦星の物語だけのお祭りではありません。もともとは中国の「乞巧奠（きこうで

ん）」という行事がもとになっています。織姫は機織りの名人とされていたため、人々は「織姫のように

技術が上達しますように」と願いました。その願いは、やがて機織りや裁縫だけでなく、学問や書道の上

達を願うものへと広がっていきました。そのため七夕には、和歌や文字を書いて「字が上手になりますよ

うに」「勉強ができるようになりますように」と願うようになったのです。 

つまり、七夕に短冊へ願い事を書く習慣には、「努力して自分の力を伸ばしたい」という昔の人々の思

いが込められているのです。 

「文月」の７月。ぜひ、自分の願いや目標を文字にしてみてください。書いた言葉は、心の中で思うだ

けよりも、少しだけ実現に近づくはずです。 

 

保護者さまへ 

① ７月１３日（月）から、三者面談が始まります。お子様の

１学期を三者でふりかえり、成長を確認しあい、次のステ

ップへとつなげる時間にしたいと思います。また、３年生

にとっては、進路を考えていくにあたって大切な懇談とな

ります。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

② また、１学期末になりますので、『（前期）学校評価アン

ケート』を実施します。ご自身のスマートフォンや PC か

らお答えいただくことになります。ご協力をお願いいたし

ます。詳細は後日お知らせいたします。 

諸費及び積立金について 
７月分の振替は、ありません。 

８月分の振替は、８月２５日（火）に銀行

引き落としになります。口座へのご入金を

お願い致します。 

１年   ７２００円 

    ２年   ６０００円 

    ３年      ０円 
※育成学級については個々によって異なるた

め、既に配布した内容をご確認ください。 



 


